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令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 奥州市立水沢小学校 

２ 実 践 名 
組織的に行う「よりよい生活習慣形成」を目指す取組 
～体力向上・保健指導・食育指導の３視点を生かして～ 

３ 実施対象者 奥州市立水沢小学校児童 

４ 目 標  
 自らの体力や健康に関心をもち，組織的な取組を通してよりよい「運動・生活・食」
習慣形成を図る。 

 
５ 実践内容 

実践内容 
該当する 

推薦基準 

①一体的な取組を推進するための「60プラスプロジェクト」年間計画
の作成と実施【資料１】 

ア・イ・ウ 

①体育や休み時間の「適度な運動量」や「適切な動きにつなげるための
運動」の推進 

②水小スーパーキッズ認定事業の推進 
③「わかる」「できる」「かかわる」体育の時間の推進 
④チャレンジカードの実施と家庭への啓発活動【資料２】 

ウ 
 
イ・ウ 
ウ 
ア・イ・ウ 

①生活カード（５・９月実施）とメディア指導（８月）の一体的取組 
②養護教諭と栄養教諭による定期的な肥満予防指導 
③学校三師を活用した保健指導や養護教諭による保健指導の推進 

ア・ウ 
ア・ウ 
イ・ウ 

①学級担任と栄養教諭のT・Tによる食育指導や季節の健康課題に即し
た食指導の実施 

②年間を通しての「かみかみ献立」提供 
③給食だよりや食のアンケート等を通して家庭の食への関心を高める
活動の推進 

ウ 
 
イ・ウ 
イ・ウ 

 
６ 成 果 

・体力向上の上記の取組により，内容や指導の工夫，学習カードや評価規準の共有がで
き，体育の授業改善が進んだ。 

・学習内容を自発的に休み時間に行う児童が多い。水泳・マラソン・縄跳びの検定に向
けた取組では体育委員会や学年委員の取組と連動しながら行ったことで子ども達の
主体的な取組の姿が目立った。 

・チャレンジカードは、「運動・食・生活」を連動させた形でできたため大変有効であっ
た。 

・家庭を巻き込んでの生活カードの取組により，睡眠や朝食，メディア時間等家族で協
力し合ったり期間終了後も取り組んだりする姿が見られた。 

・年間を通して学校医や養護教諭による保健指導を継続してきたことで，健康への関心
が高まり生活改善への足掛かりとなっている。 

・給食だよりや掲示物で食育指導の様子を掲載したり食のアンケートを実施したりした
ことで，家庭での話題作りのきっかけとなり食への関心を高めることができた。 

・年間を通して「かみかみ献立」を提供することで，児童が良くかむことを意識し，チ
ャレンジカードでも多くの児童が良くかむことに取り組んだ。 

・分掌としては同部会ではないが，常に効果的で持続可能な取組について話し合い，共
有できたことで大変有効的な取組となった。 

 
７ 課 題 

・ チャレンジカードを予定した１１月は感染症流行のため体力向上の取組と併せて
行うことができず，また，時期もずれ込むこととなった。そのような場合をあらか
じめ想定しながら見通しをもって進めたい。 

・ 年間を通して様々な取組やアンケート調査があるため，年度途中に体力向上・保
健指導・食育指導の見通し表を作成したが，校内で周知するには至らなかった。来
年度には教育計画に入れて職員間で効果的に取り組めるように見通しをもちたい。 

・ 生活，特に就寝時刻やメディア利用は行動変容が難しい。指導方法を改善しなが
ら根気強く取り組んでいかなければならないと感じる。 

・ 肥満予防指導該当児の給食時のおかわりの在り方について，面談時に保護者と児
童の意向を聞いた上でアドバイスを送り，担任へとつなげる必要があると感じた。 

 
８ 今後の予定 

・ 各担当による取組やアンケートの年間見通し表の作成と職員間での共有を行い，年
間の見通しがもてるようにする。（来年度） 

・ チャレンジカードや生活カードの取組期間における，取組内容にマッチした献立の
提供や啓発活動を行い，取組がより効果的なものになるようにする。 
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